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Ⅰ．緒　　言
《看護実践におけるメタ認知の必要性》
　日本看護協会は2016年 7 月、すべての看護職に共通の看護実践の要求レベルと責務を示す
「看護業務基準」を改訂した（日本看護協会，2016）。本改訂では、少子超高齢化の進行、医療・
介護ニーズの多様化、複雑化といった社会情勢の変化を踏まえ、看護職により多様な役割が求
められるとして、「看護を必要とする人の意思決定支援」、「看護実践の目的と方法の説明と合
意」などの要素が新たに追加された。このような看護実践には、看護を必要とする人や看護場
面の状況を深く理解し、適切な看護を判断する能力の向上が不可欠である。
　質の高い看護を実践するためには、自分が状況をどのように理解し、意思決定において何を
優先し判断したかを認知することが重要である（武藤，2011）。自らの思考や行動を高次のレベ
ルから捉えて分析・評価し、統制するシステムをメタ認知という。メタ認知は、認知活動に関
する知識的な側面である「メタ認知的知識」と、活動的な側面である「メタ認知的活動」にわ
けられる（Flavell，1979）。人は課題の遂行という目標に向け、自分の認知の内容やプロセスを
モニタリングする。そしてその結果をメタ認知的知識と照合し、課題の困難度の評価や、課題
を遂行するための方略の点検を行う。そこで、計画の立案や修正が必要と判断すれば、認知の
調整を行う。そして再び、認知活動がうまくいっているかをモニタリングし、必要に応じて調
整をはかる。つまりメタ認知は、メタ認知的知識とメタ認知的活動とが相互に関連し合いなが
ら認知活動を制御するプロセスの組織化をさす。看護実践は状況依存的であり、看護の対象や
状況によって具体的な援助内容が変化するという特徴を持つ。したがって、看護師は、看護を
必要とする人や看護場面に対する理解にもとづいて適切な看護を判断することが不可欠であり、
そのためには、直面している問題状況の特徴や自分の状況を一歩離れて対象化して捉え、状況
と対話しながら自分の行動や思考の仕方を調整していくことが重要である。
　また、医療の現場では、多くの専門職者がそれぞれの専門性を発揮しながら連携・協働して
治療やケアにあたっている。医療チームは多様な価値観をもつ人々が 1つのチームとして患者
中心の医療を提供しようとするものであり、そのためには個々のメンバーが、自分と他者の視
点の共通点や相違点を認識し、患者にとって最善のケアやそのための意思決定を俯瞰的な視点
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で追求する姿勢を持つことが重要である。自分とは異なる意見を持つ他者を理解するためには、
自分の思考に意識を向け、その前提について考えることが有効である（道田，2008）。つまり、
メタ認知を働かせることで、多様な考え方を理解するだけでなく、自分自身の考えをより深く
理解できるようになる。遠藤ら（2012）は、チーム医療において、最も患者の身近にいる看護職
が他の医療スタッフとの間で人間関係やコミュニケーションに関する能力を発揮することが求
められると述べている。このことから、看護職が医療チームの中でメタ認知を発揮することに
よって、医療チームの持つ力が最大限に引き出され、患者に対して質の高い医療を提供するこ
とへとつながるということが言える。
《看護師のメタ認知を促す教育における課題》
　メタ認知を促すための院内教育は、主に臨床経験の浅い看護師を対象に、多くの病院や施設
で実施されている。内容は、研修の場でシミュレーションや模擬体験、看護体験の語り、事例
検討などを行い、それについて振り返りやグループディスカッションによる意見交換をすると
いうものが多い（岡田ら，2015）。研修の受講者は、自分の行動や考え方の傾向に気づく機会を
得てはいたが、そのような思考を実践で活用するための支援は受けていなかった。また、院内
教育を運営する側の課題として、研修の効果を持続させるための継続的な支援を行えていない
こと（丹生ら，2013）、シミュレーションや振り返り方法の検討の必要性（川島ら，2014）などがあ
げられていた。これらのことから、看護実践におけるメタ認知の重要性は広く認識されている
にもかかわらず、効果的な学習支援には至っていない現状が推察された。メタ認知の獲得に向
けた支援は、看護基礎教育でも行われている（吉田，2010）が、これらについても、その場での
振り返りを促す単発的なものが多く、学生がその後の看護実践でメタ認知を発揮できたかどう
かの検証はされていない（岡田ら，2015）。
　思考力の育成には、自ら課題を見いだして問う「探究する力」とともに、他者との考えを交
流して理解を深める「議論する力」が重要である（秋田，2008）。しかし、その領域に関する知
識が少ない場合や、自分の考えを客観的に捉えるという思考に不慣れな場合には、自分で考え
るだけで認知の調整を行うことは困難である。看護師がメタ認知を経験から学習するのは、看
護師としての経験が11年以降のキャリア後期といわれている（松尾ら，2008）。これらのことから、
経験の浅い看護師が看護実践においてメタ認知を発揮するためには、自分自身の思考に意識を
向け、理解し、調整できるような支援を受けることが不可欠である。そして、このような支援
を効果的に行うためには、教育的役割を担う看護師がメタ認知のプロセスを理解し、習熟する
ことが重要と考える。
《用語の定義》
教育担当看護師：
　各看護単位から選出され、部署において新人看護師を含むすべての看護職者の教育を担当す
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る者とする。
教育的役割：
　日本看護協会（2010）の定義を参考に、教育担当看護師が部署における新人看護職員研修を効
果的に運営するという目標を達成するために行う、実地指導者への助言や指導、新人看護師へ
の指導や評価、他の看護スタッフとの関係調整等とする。
メタ認知：
　Flavell（1979）の定義を参考に、教育担当看護師が教育的役割を遂行する上で、自分自身の認
知活動を理解したり調整したりすることとする。
Ⅱ．研 究 目 的
　本研究目的は、教育担当看護師が教育的役割の遂行において発揮するメタ認知を明らかにす
ることである。
Ⅲ．研 究 方 法
1．研究デザイン
　半構成的面接法による個別インタビューから得られたデータを分析した質的帰納的研究である。
2．研究協力者
　病床数500床以上を有する大規模一般病院 3施設に勤務し、教育担当看護師としての経験が
2年以上あり、研究協力への承諾が得られた看護師10名とした。
【研究協力者選出施設の根拠】
　大規模一般病院とした理由として、病院の規模が大きいほど新卒者を多く採用しており、教
育プログラムも充実していること、特に、一般病床が75％以上を占める病院ではそれ以下の病
院に比べ、看護技術に関する教育を日々の業務を通して行っている割合が高いといった報告
（小澤ら，2007）を参考にしたことがあげられる。これらの病院は、教育担当看護師が教育的役
割を遂行する上でメタ認知を発揮した事例が豊富に存在すると考える。
【教育担当看護師としての経験を 2年以上とした根拠】
　本研究は、教育担当看護師に対して、教育的役割を遂行する上で困難を伴った事例を想起し、
その事例におけるメタ認知について語ってもらうという方法を採用する。したがって、自身の
メタ認知を客観的に捉え、それらを言語化できる研究協力者が必要である。これについて、教
育担当者が新人の場合には、手探りの活動で不安が大きいこと（遠藤ら，2000）から、本研究に
おける協力者を、教育担当看護師としての経験年数 2年以上を有するものとした。
【研究協力者の依頼方法】
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　研究協力者が所属する病院の看護部門の統括管理者（以下、看護部長とする）に対して、研究の
趣旨、方法、ご協力いただきたい内容について口頭と文書で説明する。研究協力への承諾が得
られたら、研究協力者としての選定基準を満たす教育担当看護師を推薦していただく。推薦し
ていただいた教育担当看護師に対して、研究の目的、方法、プライバシーの保護等について、
口頭と文書で説明し、研究参加の有無については、ハガキまたはメールにて回答いただくよう
依頼する（ハガキは研究者が準備し、説明日に手渡す）。研究協力への承諾が得られた教育担当看護
師に、あらためて文書で承諾を得る。
3．データ収集期間
　2016年 3 月～2016年 6 月。
4．データ収集方法
1  ） 教育担当看護師に対して、役割を遂行する上で困難を伴った事例について想起し、その詳
細な状況、状況を打開するための自分自身の思考や行動、帰結について、所定の用紙に具体
的に記載してもらった。
2  ） 一人 1回の半構成的なインタビューを個別に実施した。インタビューの内容は、事前に想
起してきてもらった事例をもとに、問題を解決するために考えたこと、その考えを実行した
場合の結果の予測とその理由、実行中や実行後の自分自身の考えや行動への評価などとし、
インタビューガイドを用いて行った。インタビュー内容は承諾を得て ICレコーダに録音した。
5．分 析 方 法
　木下（2003）が提唱する、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modiﬁed Grounded 
Theory Approach：M-GTA）の手法を参考に、以下の手順で分析を進めた。
1  ） 分析テーマの設定
　 　分析テーマは、研究テーマをより具体的なレベルに絞り込む方向で考え、「教育担当看護
師のメタ認知的知識」、「教育担当看護師のメタ認知的活動（モニタリング、コントロール）」と
した。
2  ） 分析焦点者の設定
　 　教育担当看護師とした。
3  ） 分析の手順
⑴ 　インタビューデータから逐語禄を作成した。教育担当看護師の語りの中で言葉が不足して
いるために意味がわかりにくいところには、（　）内に研究者が文意を補った。
⑵ 　逐語録を繰り返し読み、全体的なストーリーを理解した上で、「教育担当看護師が教育的
役割遂行において発揮するメタ認知」について語られた部分に着目し、意味のまとまりごと
に 1データとし、それぞれのデータに通し番号を付した。
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⑶ 　データが分析焦点者にとって何を意味するのか解釈し、概念名をつけた。
⑷ 　概念を作る際には、概念ごとに分析ワークシートを作成し、概念名、定義、具体例などを
記入した。同時並行で、他の具体例をデータから探し、ワークシートのバリエーション欄に
追加記入した。
⑸ 　データの解釈や概念の生成においては、類似性の確認だけでなく、反対の例を想定して、
データでその有無を確認するという、対極比較を行った。
⑹ 　複数の概念間の相互関係を検討し、強い関係性にある概念同士をまとめてカテゴリーを生
成し、カテゴリー名をつけた。
⑺ 　各カテゴリーの相互関係から、分析結果を説明する文章（ストーリーライン）と関連図を作成
した。
⑻ 　新たな概念が生成されなくなったときを理論的飽和とし、分析を終了した。
⑼ 　分析の過程において、共同研究者間で、分析テーマや分析焦点者について理解を共有し、
共同で分析作業を進めた。また、共同研究者間で意見が一致するまで検討を重ねることで、
分析内容の信頼性と妥当性の確保に努めた。
【M-GTAを採用した理由】
　本研究は、教育担当看護師が教育的役割遂行において発揮するメタ認知を明らかにすること
を目的としている。教育担当看護師が役割を遂行するためには、他者との相互作用のなかで自
身の認知活動を自覚し、調整しながら関わることが重要と考える。
　M-GTAは、人間の相互作用の現象について、理論をもって明らかにすることができ、特に
ヒューマンサービス領域の研究に適した研究手法とされる。また、M-GTAは、独自のコー
ディング方法として、研究する人間（分析する研究者）の視点を踏まえて、「データを切片化する
のではなく、データに反映されている人間の認識、行為、感情、そして、それらに関係してい
る要因や条件などをデータに即して丁寧に検討していく」という方法を提案している。そして、
データから解釈した結果を「概念」という用語で表し、コードを層化させるのではなく、デー
タと「概念」との直接的な関係性を保つことで、grounded on data として分析を進めること
ができる手法である。この独自のコーディング法では、「概念」を分析の最小単位としており、
分析ワークシートを作成することで、データに密着した分析を進めることができる。また、
「概念」を生成する際に類似例や対極例について同時に検討を進めながら、概念同士の関係性
や未生成の概念をも検討し、推測的、包括的思考の同時並行により理論的サンプリングと継続
的比較分析を実行しやすくしている。
　グラウンデッド・セオリー・アプローチは、対人援助に関わる実践領域での実践的な活用を
促す理論として述べられているが、特にM-GTAでは、この実践的な活用を視野に入れた研究
という点を重視した「実践的な活用のための理論生成の方法」である。以上のことから、本研
究にはM-GTAを分析方法として採用する。
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6．倫理的配慮
　本研究は、臨床における教育担当看護師を対象とし、個人の経験や思考の内容を問うもので
あることから、プライバシーの内容に関与する。したがって、研究協力者に対して、研究の目
的、方法、参加は自由意思であり参加を断っても不利益が生じないこと、承諾後であっても自
由に承諾を撤回できること、データの取扱方法とプライバシーの保護、成果の発表等について
十分に説明し、研究協力への承諾を得た。また、本研究は、「摂南大学研究倫理審査委員会の
承認（承認番号　2015-049）、および、研究協力者が所属する施設の倫理審査委員会の承認を得て
実施した。
Ⅳ．結　　果
1．研究協力者の概要（表 1）
　全員が女性で、年齢は、35～39歳が 3名、40～44歳が 5名、45～49歳が 2名であった。看護
師経験は14～24（平均18.8±2.3）年で、教育担当看護師としての経験は 2 ～ 7（平均4.1±1.7）年で
あった。都道府県実習指導者講習会の受講経験者は 6名、看護協会や自治体や所属する施設に
おける教育担当者研修会の受講経験者は 5名、認定看護管理者教育課程ファーストレベルの受
講経験者は 5名であった。全員が副看護師長の職位にあり、病棟に勤務していた。
2．インタビューの概要
　研究協力者 1人あたりのインタビュー時間は、33～69分で、総インタビュー時間は442分、
1人あたりの平均インタビュー時間は44.2分であった。
表 1　研究協力者の概要
年齢
教育担当
経験
副看護師長
経験
研修受講経験
実習指導者 教育担当者 看護管理者
Ａ 35～39 4 年 4 年 なし なし なし
Ｂ 40～44 2 年 2 年 受講済 なし なし
Ｃ 35～39 6 年 6 年 受講済 受講済 受講済
Ｄ 45～49 4 年 4 年 受講済 受講済 受講済
Ｅ 40～44 3 年 4 年 受講済 なし 受講済
Ｆ 35～39 7 年 7 年 受講済 なし 受講済
Ｇ 40～44 4 年 8 年 受講済 なし なし
Ｈ 45～49 6 年 2 年 なし 受講済 なし
Ｉ 40～44 2 年 1 年 なし 受講済 なし
Ｊ 40～44 3 年 2 年 なし 受講済 受講済
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3．ストーリーライン
　分析の結果、教育担当看護師が教育的役割の遂行において発揮するメタ認知として、13概念
と 5 カテゴリーが抽出された（表 2）。以下、カテゴリーを【】、概念を〈〉で表記し、全体の
ストーリーライン、および、関連図（図 1）を示す。
表 2　教育担当看護師が教育的役割の遂行において発揮するメタ認知
カテゴリー 概　　　念
教育担当者の役割を認知 役割を確認するために意識的に立ち止まる
指導内容と根拠との関連づけ
理解してほしい事柄を考えながら関わり方を練る
判断に至った思考プロセスを確認する
伝え方と効果に着目
相手の思考の道筋をたどる
効果的な言い方やタイミングか自問する
温度差をつくらないような伝え方を心がける
その場の感情のまま発言しないよう気をつける
態度にメリハリをつける
評価の視点の確認
先入観や偏見によるものでないか自分の思考を確認する
多面的な視点で情報を得るよう心がける
教育側の評価と学習側の評価をバランスよくみることに留意する
関係性の構築を志向
関係性構築に向けた積極的な気持ちを維持する
いつも相手のよいところに目を向ける
図 1　教育担当看護師が教育的役割の遂行において発揮するメタ認知
　教育担当看護師は、自分に求められている役割の内容や、それを遂行するための方法、そし
てそれらが院内教育の目的や目標に沿ったものかどうか考えることで、【教育担当者の役割を
認知】していた。これは、教育担当者としての自らの役割をはっきりと認識するというメタ認
知である。教育担当看護師は、これを基盤として、【指導内容と根拠との関連づけ】、【伝え方
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と効果に着目】、【評価の視点の確認】、【関係性の構築を志向】というメタ認知を発揮していた。
　【指導内容と根拠との関連づけ】において、教育担当看護師は、自分が相手に理解して欲し
いと考えていることとその根拠を関連づけて確認するよう心がけていた。また、指導の場面で
は【伝え方と効果に着目】し、スタッフ個々の性格や認知特性を考慮し、〈相手の思考の道筋
をたどる〉ことで、相手の反応について考えながら、〈効果的な言い方やタイミングか自問（す
る）〉し、指導の効果を重視しながら関わっていた。〈温度差をつくらないような伝え方を心が
ける〉、〈その場の感情のまま発言しないよう気をつける〉もまた、教育担当看護師が、相手に
伝わる指導を重視していることの表れであった。
　【評価の視点の確認】の際には、他者の印象や自身の判断の根拠が〈先入観や偏見によるも
のでないか自分の思考を確認する〉ことを意識的に行い、〈多面的な視点で情報を得るよう心
がける〉よう留意していた。また、〈教育側の評価と学習側の評価をバランスよくみることに
留意する〉は、教育側からの評価だけでなく、学習者が目標を達成できたと捉えているかどう
かに着目した見方であり、これは、教育側本位でない、学習者主体の学習を支援する視点で
あったと言える。
　さらに、教育担当看護師は、自らが〈関係性構築に向けた積極的な気持ちを維持する〉こと
が、看護の質の向上につながるという理解から、スタッフと良い関係を築くことに自ら積極的
に取り組むよう思考の調整を図っていた。そして、苦手な相手に対しても〈いつも相手のよい
ところに目を向ける〉ことを心がけていた。
　上述した、理解してほしいことを意識した関わり、相手に伝わる指導、学習者主体の学習を
支援、看護の質向上につながることを意識した関わり、といったメタ認知は、教育担当看護師
が【教育担当者の役割を認知】することに立ち返っていたことを示している。このことから、
【指導内容と根拠との関連づけ】、【伝え方と効果に着目】、【評価の視点の確認】、【関係性の構
築を志向】は、それぞれが【教育担当者の役割を認知】と循環しながら発揮されていたという
ことが言える。
4．カテゴリーと概念
　教育担当看護師が発揮するメタ認知として、【教育担当者の役割を認知】、【指導内容と根拠
との関連づけ】、【伝え方と効果に着目】、【評価の視点の確認】、【関係性の構築を志向】という
5つのカテゴリーが抽出された。以下、カテゴリーを【】、概念を〈〉、教育担当看護師の語り
を斜体で『』に示す。語りのみでわかりにくいところは（）に言葉を補った。下線部は、特に教
育担当看護師のメタ認知が表現されている部分とした。
1）　【教育担当者の役割を認知】
　このカテゴリーは、〈役割を確認するために意識的に立ち止まる〉という概念から構成され
ていた。
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　〈役割を確認するために意識的に立ち止まる〉は、教育担当看護師が、自分の考え方や指導
行動や看護実践の内容が役割に応じているかどうか、意識的に立ち止まって確認し、調整する
ことを意味する。教育担当看護師は、スタッフとの関わりの中で感情的になってしまいそうな
場面や、直接的に指導してしまいそうな場面においても、教育を担う者としての立場や役割を
意識的に確認することを通して、自分が今何をすべきかを明確にし、役割の遂行にむけて思考
の調整を図っていた。
　（特定のスタッフから不満をぶつけられたとき）『自分のその、教育担当者としてね、その、ス
タッフにね、どんな風になって欲しいかとか、部署でスタッフをどんな風に育てたいかとか、
そういうことも考えないといけないと思って。そこに気持ちを向けるようにした。』（J-022）
　 『忙しくてばたばたしててもやりがいを感じてるってときは、あんまり感情表現豊かな子
じゃないけど、でも学生に濃厚に関わってくれる。だったらＥさんがやりがいを感じれるよう
に関わろうと。私がそうすることで学生の実習も充実してＥさん自身も充実感を持ってもらえ
る。 そこを意識してやってたんだと思います。業務調整とかこうやってほしいとか直接頼むと
かじゃなく、Ｅさんの成長を支える、それが私がやらなあかんことかなと。』（A-043）
2 ）　【指導内容と根拠との関連づけ】
　このカテゴリーは、〈理解してほしい事柄を考えながら関わり方を練る〉、〈判断に至った思
考プロセスを確認する〉、という 2つの概念から構成されていた。
　〈理解してほしい事柄を考えながら関わり方を練る〉は、自分が相手に何を理解して欲しい
と考えているかを認識し、そのためにどのような方法があるか、その方法が有効かどうかにつ
いて考えることを意味する。教育担当看護師は、相手に対して考えや行動の根拠の理解を促す
際に、直接的に伝えるのではなく、相手に質問することで、何を見るべきかを考えさせていた。
　『相手を見ながら、今この子はどんなアドバイスを求めてるんかとか、私が言ったことわ
かってるかとか、どうもわかってなさそうだから私の方をもうワンランク落として、わかりや
すい言葉で説明したらなあかんとか、この子は要注意やとかね。ワンランク落とすだけでいい
かとかね、そんなん考えながらやっていかなあかんということがだんだんわかってきて、いま
やってます。』（D-033）
　『リーダーさんとかに最近の 2年目どう？とか、この間あの子こうやったけどどんな感じ？
とかいう声かけをして。そういう細かいところまで聞かれることによって、その人たち（リー
ダー）も、そこちゃんと見れてなかったから、もうちょっと見ないといけないなとか、10年目
以上なので、そのへんは言わなくてもほとんどの子ができて報告してくれるんですけど、最近
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どうかなっていう声かけで、より意識をしてもらえるようになるかなという気がしていたので、
そんな風に（やっています）。』（I-047）
　〈判断に至った思考プロセスを確認する〉は、何かを判断するときや行動するときに、自分
がなぜそう考えたのかということに意識を向け、判断のプロセスを自分の中で確認することを
意味する。この概念では、判断の根拠を自覚しておくことの必要性を理解し、実践しているこ
とが語られていた。
　『感触だとしても、なぜできていると判断したのか、理由がわからなくなる前に自分で自分
を把握というか、把握をしとかないとだめだとその時に思いまして。今はちょっとした間とい
うか、時間に、理由を考えるようにしています』（H-046）
3 ）　【伝え方と効果に着目】
　このカテゴリーは、〈相手の思考の道筋をたどる〉、〈効果的な言い方やタイミングか自問す
る〉、〈温度差をつくらないような伝え方を心がける〉、〈その場の感情のまま発言しないよう気
をつける〉、〈態度にメリハリをつける〉、という 5つの概念から構成されていた。
　〈相手の思考の道筋をたどる〉は、自分の働きかけに対して、相手がどのような反応を示す
か、どう理解するか（したか）といったことについて、相手の思考プロセスを想像することを意
味する。教育担当看護師は、相手の看護師経験年数や指導経験だけでなく、性格によっても反
応の仕方が異なると理解しており、相手の反応を想像しながら、相手に伝わるような具体的な
方法を模索している状況が語られていた。
　『現状の把握とか理解を、どう捉えているかというのの確認と、みんながどう理解してるか
を把握しないといけないので、どんな風な関わり方がいいかとか自分の中で考えて、で、それ
だと相手はこう捉えるだろうから相手に伝わるとか、いろいろシミュレーションしてみて、で、
もしこれでは伝わらないなと思ったら、じゃあこの方法は却下とかいう風に考えながら関わっ
ていくのが大事じゃないかと思っています。』（B-045）
　〈効果的な言い方やタイミングか自問する〉は、理解を得られるような効果的な働きかけ方
やタイミングかどうかということについて、相手の状況や性格、認知特性に照らし合わせて考
えることを意味する。教育担当看護師は、相手に意図が伝わるような働きかけ方を模索してい
た。そして、相手の反応や理解の状況が予想に反して悪かった場合に、相手に対する自分の理
解の仕方は合っていたか、何か不足していることはなかったか、という視点で自身の思考を捉
え直していた。
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　『思ったような反応じゃなかった場合は、言い方をもう少し柔らかく変えたほうがいいのか
なとか、分かりやすい説明だったかなとか、どういうところを分かってないのか、もう少し深
く掘り下げて聞いたほうがいいのかなというようなことを自問自答しながら行動するようにし
てますね』（E-048）
　〈温度差をつくらないような伝え方を心がける〉は、自分の思いを一方的に押しつける形に
なっていないか、相手の思いとの間にずれや齟齬が生じていないかということを確認し、そう
ならないように心がけることを意味する。ここでは、自分の勝手な想像だけで物事を進めるの
ではなく、相手の傾向を見て、理解してもらえるような言葉を選択するということを意識的に
行っていることが語られていた。
　『いろいろお願いするにしてもその、 1個だけこれお願いねじゃなくて、なんであなたにそ
れをお願いするのかということを、スタッフによってよく言うようになりましたかね。前は
“こうだからよろしく”だったけど、今はその子の性格とか見ながら言葉をつけ足しつけ足し
して。 それが、役割を認識してもらうというか、だからあなたにお願いをしたいというかとい
うような感じのことを伝えるようになって。そういう手間っていうんですか？一方的でなくす
ようなお願いの仕方がいるなと思っています。』（A-041）
　〈その場の感情のまま発言しないよう気をつける〉は、働きかける際に、自分の気持ちや感
情を認識し、その時の感情にまかせて発言しないよう心がけることを意味する。ここでは、身
体的・精神的に余裕がなくなると、説明不足に陥ってしまう自分自身の傾向を理解し、そうな
らないよう気をつけていることが語られていた。
　『仕事中は切羽詰まるとこう、だいぶ気を付けてはいるんですけど、自分の言葉の説明が足
りなかったり分かりにくかったりするのかなというのもあるので、気をつけるようにはしてい
る。』（E-050）
　『自分の傾向というのを、思ったことをわーっと言ってしまうというか、そういうのがこれ
をきっかけにわかった、再確認したというところがあるので、上手い人を見るとついそういう
目で見てしまうし、逆に下手な対応をしてる人を見たら、もっとこうしたらいいのにとか思っ
てしまいますね。今回私自身、自分の言いたいことがあって、無意識に行動したりモノをいっ
たりしてたところがあったので、そういったことをしないように注意しています。』（J-044）
　〈態度にメリハリをつける〉は、叱る、注意する、褒めるといった関わりの意図が相手に伝
わるよう、態度にメリハリをつけることを意味する。教育担当看護師は、自分が指導したり
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怒ったりしていることが相手に伝わりにくい理由について分析し、態度にメリハリをつけるこ
とで伝わりやすくなると理解し実践していた。
　『指導される側にとったら強弱がはっきりしてるほうが、自分が悪いというか自分が反省す
べき点があるんだったら、しっかりそこで反省が出来るのかなと思うんです。アメとムチじゃ
ないですけど何と言ったらいいんでしょう。強弱。表現があれですかね。怒られるときには怒
られるみたいなニュアンスというか、どう言ったらいいんでしょうか。怒るときにはしっかり
怒って、きちんと褒めるときにはきちんと褒める。そうでないと相手も受け入れてくれないの
で（そうしている）。』（B-036）
4 ）　【評価の視点の確認】
　このカテゴリーは、〈先入観や偏見によるものでないか自分の思考を確認する〉、〈多面的な
視点で情報を得るよう心がける〉、〈教育側の評価と学習側の評価をバランスよくみることに留
意する〉、という 3つの概念から構成されていた。
　〈先入観や偏見によるものでないか自分の思考を確認する〉は、相手を見る目や相手に働き
かけるとき、何かを判断するときに、自分の思考に先入観や偏見や思い込みがないか確認する
ことを意味する。ここでは、自分の価値観で物事を判断していることに気づいた教育担当看護
師が、判断に至る自身の思考のプロセスに、先入観や偏見がないかどうかを確認するように
なったことが語られていた。
　『（採血する時）私はもう絶対に（注射器を）持ち替えずにっていうふうに思ってたし、ずっとそ
うしてきたから。私持ち替えてますって子が何人かいて、えーそうなんやってなったんです。
私も自分の価値観で見てたというか、自分はこういうもんというか、これはこうするもんやっ
て思ってて、それが違うってなって初めて、そういう見方をしてたらあかんと思って。自分を
疑いにかかるっていうか、それでいいんか考えるっていうか。 で、プリセプターにも伝えない
とと思って（伝えました）。』（F-017）
　〈多面的な視点で情報を得るよう心がける〉は、相手の理解や受容能力を判断する際に、さ
まざまな視点から見て総合的に評価するよう心がけることを意味する。教育担当看護師は、相
手の受容能力を判断する際に、経験年数を基本としながらも、それだけにとらわれないよう心
がけていると語っていた。
『 1年目 2年目ぐらいまでは自分の言葉で理解出来てるかどうかは言ってもらうようにしてて、
で、基本ある程度自分で行動出来るようになってきた 3年目ぐらいになってくると、知識と技
臨床における教育担当看護師が教育的役割において発揮するメタ認知
121
術もついてくるので、そこで言った内容が理解出来てたりきちんと自分の意見を言ってくれた
りとかするので、そういうのの反応を見ながら、ちょっと理解出来てないなと思ったらもう一
度説明したりとか。だから、経験だけで単純に（判断する）ってことがないように、いろいろさ
せてみてですかね。』（B-020）
　〈教育側の評価と学習側の評価をバランスよくみることに留意する〉は、指導の効果を評価
する際に、教育側による評価と学習者による評価の両者をバランスよくみているかどうかに留
意することを意味する。教育担当看護師は、指導の効果を評価する際に、自分の達成感や充実
感だけではなく、学習者の自己評価内容にも着目することの必要性を認識していた。そして、
目標が達成できたかどうかを、自分自身と学習者の両側面から評価するよう留意して実践して
いた。
　『自分ではすごく学んでくれたんじゃないかと思ってても、それはそれで、あの子たちが実
際そう思ってくれたかどうかというところが、なんかどうなんかなというのが自分の中であっ
たので、両方から見ていこうと思って。 ちょっと言葉で表現が難しいところをちょっと数字に
やってもらったりすることで確認できるというか、できて。で、思ったより結構できたという
実感があったんだなとかっていうのを、距離感とかオリエンテーションの効果を確認したりす
る機会にしてて。その差（自己評価と他者評価の差）をちゃんと確認していこうとかって思って
て。』（G-008）
5 ）　【関係性の構築を志向】
　このカテゴリーは、〈関係性構築に向けた積極的な気持ちを維持する〉、〈いつも相手のよい
ところに目を向ける〉、という 2つの概念から構成されていた。
　〈関係性構築に向けた積極的な気持ちを維持する〉は、苦手な相手や関わりたくない相手で
あっても、自分から積極的に関わる気持ちを維持しようとすることを意味する。教育担当看護
師は、苦手なスタッフとトラブルになった際にも、相手との関係性をよくするためには自分の
方から歩み寄ることが重要と理解しており、関係性を修復するために働きかけていた。また、
自ら歩み寄るという行為が、看護の質の向上に寄与すると捉えて実践していた。
　『まあＡさんのいいところにしっかり目を向けてね、きちんとコミュニケーションを取れる
ようにしないと、この先きっとインシデントとかエラーにつながってしまうと思って。これま
でどおり自然に接しようというのが基本スタンスにあって、それでまあ、一緒の勤務の時なん
かは話しかけたり、患者さんのことを相談したりして、とにかく話す機会を多くしました。と
りあえずコミュニケーションを自分の方から取っていかないと、Ａさんから私に話しかけてく
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ることはないので、やろうという感じでやってました。』（J-039）
　〈いつも相手のよいところに目を向ける〉は、相手の悪いところに目が行きがちな状況にお
いても、よいところに目を向けるよう心がけることを意味する。教育担当看護師は、感情的に
なることなく相手の良いところに着目した態度をとるよう心がけていた。また、何かを依頼す
る際にも、用件だけでなく、自分が捉えた相手の良いところを伝えることで、こちらの意図を
理解してもらえ、それが良好なコミュニケーションにつながると考えていた。
　『私がＥさんに対して何かを依頼というか、こういう指導をしてもらうときとか、後輩指導
だったり、学生もそうですけど、そういうときには、あなただから任せられるというような感
じのことは必ず言うようにしてます。それは、Ｅさんのまあ気分にむらがあるにはあるんです
けど、いいところもいっぱいあって、だから、いいところを見よう、いいところを見てるよ、
だからＥさん自身にもわかって欲しいという思いがあって、伝えてました。』（A-031）
　『ああなるほどそれはそれで斬新な考え方やなとか、私もそういう気持ちでいこ、頭ごなし
に言わんとってね。なるほどそういう考え方もあんねんなみたいな感じで。そういういい雰囲
気になることでコミュニケーションがとれて、それがいい看護につながっていくと思って。仕
事でも仕事以外でもちょっと話する中で、コミュニケーションがとれる、そういうことをやっ
ぱり大事にしたいなっていうのが普段からあるので。』（G-055）
Ⅴ．考　　察
1．教育担当看護師が発揮するメタ認知の特徴
　教育担当看護師は役割を遂行する自分をモニタリングし、求められる役割から思考や行動が
ずれないようコントロールしていた。メタ認知は自分の知的な働きを一段上から理解したり調
整したりする、自分自身をマネジメントする能力である。看護師の自己管理能力について松尾
ら（2008）は、看護師経験11年目以降のキャリア後期に学習される能力であることを明らかにし
ている。つまり看護師は、最初の10年間で、専門的知識・スキルや、コミュニケーションなど
の対人関係スキルを獲得し、経験11年以上になると、自分を管理するメタ認知を身につけるの
である。キャリア後期にある看護師は、苦手な患者との関わりやクレームや叱責をうけるなど
のネガティブな事象を通してメタ認知を学んでいた。このような看護師の学びについて、松尾
ら（2008）は、10年の経験を経て指導的役割を担うようになった看護師が、自分を振り返り、さ
らなる成長のために自分のマネジメントをしていくことの重要性が高まった結果であると考察
していた。本研究における教育担当看護師は、全員が看護師経験14年以上を有していたこと、
副看護師長の職にあったことから、メタ認知の発揮には、看護師としての豊富な実践経験と、
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副看護師長としての管理・教育経験が関連していたと推察する。つまり教育担当看護師が、看
護実践を通していかに、反省や振り返りの大切さ、知識・技術を高めることの重要性を学んだ
か、副看護師長としてスタッフを育成する中でいかに、個々のスタッフに応じた関わりをして
いくことの重要性を学んだかということが影響していたと考える。
　〈役割を確認するために意識的に立ち止まる〉という概念は、教育担当看護師が、課題に取
り組む前や取り組んでいる最中、課題が解決した後に、自分のやり方がうまくいっているかど
うか、目標の達成状況はどうかといったことを評価していることを表している。教育担当看護
師は、自身の思考をモニタリングし、自分が関わることの目的を自分がどのように理解してい
るのかというところに思考を向け、必要に応じて考え方や行動を修正していた。このことは、
感情的になってしまいそうな場面でも、自分は何を大切にしなければならないかという視点で
思考の調整を図ったという内容の語りからも明らかである。感情のコントロールには、感情的
になっている自分の思考を思考することが有効である。つまり、自分はなぜその場面で感情的
になったのか、自分の中にどのような前提があったのか、それとは異なるどのような前提があ
るか、などについて考えることで、自分とは異なる意見を持つ他者を理解したり、自分自身の
考えをより深く理解したりすることができるようになる。本研究における教育担当看護師は、
高い自己管理能力を身につけており、この能力が、【教育担当者の役割を認知】するというメ
タ認知の発揮へとつながっていたと考える。
　また、教育担当看護師は、スタッフをどのように育てたいと思っているのか、そのための方
法について自分はどのような考えを持っているのかといったことを自分自身に問いかけ、〈理
解してほしい事柄を考えながら関わり方を練（る）〉っていた。さらに、考えの根拠を明確にし
ておくことの必要性を理解し、〈判断に至った思考プロセスを確認する〉ことで、【指導内容と
根拠との関連づけ】を行っていた。指導観を形成する要因には、指導者自身の経験が大きく影
響している（鈴木ら，2007）ため、教育する側が自身のやり方に疑問を抱かないことがある。実
際に教育担当看護師が、自分が教わった時と同じ厳しい態度で接することを効果的なやり方と
捉えて指導していた事例が報告されている（岡田ら，2014）。しかし、このような自分本位の指
導は、学習を支援する上で重要な事柄について意識的に注意を向けることで修正されていた。
つまり、自分の指導や教育に対する考え方を客観視し、判断の根拠が独りよがりでないか、自
身の価値観に影響されたものでないかを確認することで、効果的な学習支援へとつながると考
える。
　教育担当看護師は、相手の看護師経験年数や指導経験だけでなく、性格や認知の傾向にも目
を向け、【伝え方と効果に着目】した関わりを行っていた。また、〈その場の感情のまま発言し
ないよう気をつける〉、〈態度にメリハリをつける〉など、自分自身の傾向にも留意していた。
さらに、【評価の視点の確認】において、自分の考えが偏っていないか、別の視点から考えら
れないか、といった思考を働かせ、多面的な視点で情報を得るよう心がけていたことが語られ
ていた。これらのことから教育担当看護師が、先入観や偏見で評価しないためには、自分自身
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の傾向を把握することが大切であると理解していたことが考えられた。また、岡田ら（2016）は、
教育担当看護師が、部署における新人看護師教育支援体制づくりを目的に、基本的な知識を学
べるような学習会をスタッフ全員に行ったことの効果について報告している。この研究では、
スタッフの看護師経験や指導者経験にとらわれるのではなく、新人看護師教育というトピック
についてのスタッフの認識や理解の状況を把握したことがよかったと語られていた。スタッフ
の行動を望ましいものへと導いていくためには、相手の過去や現在の行動を理解し、予見し、
導き、制御するといったスキルを身につける必要がある（Hersey et al., 1996／2000）。岡田ら（2016）
の研究においても、教育担当看護師が、先入観にとらわれないよう意識しながら現状の把握に
努めたことが効果的であったと述べられていた。本研究における教育担当看護師も、適切な評
価をするために必要な事柄に自分自身が目を向けられているかどうかを考えていた。このよう
な視点が、本質を理解した適切な判断と行動を導くことにつながっていたと考える。
　【関係性の構築を志向】するというメタ認知の特徴は、関係性の構築に向けた積極的な姿勢
の維持である。教育担当看護師には、看護に関する知識や技術とともに、高いコミュニケー
ション能力が求められる。教育担当看護師に求められる関係調整は、新人看護師と実地指導者
のペアリングへの関わりや、部署管理者と連携すること、実地指導者や部署のスタッフに関わ
ることなど多岐にわたる（日本看護協会，2010）。しかし、先行研究（看護編集部，2013）では、教育
担当看護師が指導や教育について困ったこととして、「他のスタッフとの連携」が上位にあげ
られている。つまり、関係性の構築の重要性について十分に理解していたとしても、実際に、
指導や教育に関する多様な考え方を持つスタッフとの関係性をつくりあげていくことの難しさ
があることがうかがえる。また、コミュニケーションは人と人との間で行われる知覚・感情・
思考の伝達であり、たとえコミュニケーションスキルを身につけていたとしても、そこにコ
ミュニケーションしようとする積極的な姿勢がなければ、成立させることは難しい。本研究に
おける教育担当看護師は、良好なコミュニケーションは自分の姿勢に左右されると認識し、
〈関係性構築に向けた積極的な気持ちを維持する〉、〈いつも相手のよいところに目を向ける〉
ということを実践していた。教育担当看護師が【関係性の構築を志向】することは、上述した
ように、自分とは異なる意見を持つ他者を理解することや、その結果として他者の多様な考え
方を受け入れる姿勢を持つことにつながる。そして、他者の視点を取り入れ、自分の考えを振
り返ることで、教育担当看護師は、新たな気づきや考え方の変化を経験する可能性がある。こ
のように、【関係性の構築を志向】するというメタ認知は、部署全体の人間関係を良い方向へ
と導くだけでなく、教育担当看護師自身の成長や発達へとつながる重要な要素であることが言
える。
　本研究における教育担当看護師は、自らの思考の調整をする際に、人間の認知特性について
の知識、課題についての知識、方略についての知識をバランスよく用いていた。これは教育担
当看護師が、自分の傾向、過去の経験、倫理観や看護観、相手の反応、自己の役割や立場と
いったあらゆることについて自問することや、他者と対話することを通して、問題の本質を理
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解する視点を身につけていたためと考える。医療を取り巻く環境は、さまざまな情報にあふれ
ている。そのような中で意思決定や問題解決を行っていくためには、情報を多面的に収集し、
それに対する自分の理解や解釈の状況を正確に把握し、必要に応じて思考を調整する能力を向
上させることが不可欠であるということが言える。
2．教育担当看護師のメタ認知の発揮にむけた支援への示唆
　メタ認知は、研修で学習することが難しく（別府，2012）、訓練した時点で一時的に効果が見
られても、時間が経過した段階でその効果はなくなる（丸野，2007）。本研究における教育担当
看護師のメタ認知は、看護師として実践する中で反省や振り返りの大切さを実感した経験や、
副看護師長としてスタッフを育成するという経験を通して培われていたと考える。このことか
ら、メタ認知の向上には、メタ認知を用いる意味や意義とともに、それをいつ、どこで、なぜ、
どのように使用するか、ということを理解することが前提となると考える。そして、看護実践
の中で積極的に自身の認知を認知し、それにもとづいて自らの実践を見直すといった学習を積
み重ねることがメタ認知の発揮につながると考える。これらを踏まえ、教育担当看護師のメタ
認知の発揮を支援するためには、メタ認知に関連する要因や向上のプロセスを理解した関わり
が重要であるとの示唆を得た。
Ⅵ．研究の限界と今後の課題
　本研究は、病床数500床以上を有する大規模一般病院に勤務する10名の教育担当看護師から
得られたデータであったこと、研究協力者全員が副看護師長の職にあり、管理者としての視点
で語られた場面もあったことから、偏りが生じた可能性がある。今後は、協力者の人数を増や
すことで、データを蓄積していく必要がある。
Ⅶ．結　　論
1 ． 教育担当看護師が教育的役割の遂行において発揮するメタ認知として、【教育担当者の役
割を認知】、【指導内容と根拠との関連づけ】、【伝え方と効果に着目】、【評価の視点の確
認】、【関係性の構築を志向】という 5カテゴリーが抽出された。
2． 教育担当看護師のメタ認知は、【教育担当者の役割を認知】を基盤として、それぞれが循
環しながら発揮されていた。
3． 教育担当看護師のメタ認知の発揮を支援するためには、メタ認知に関連する要因や向上の
プロセスを理解した関わりが重要である。
126
謝辞
　本研究にご協力いただいた教育担当看護師のみなさまに心より感謝申し上げます。
文献
秋田喜代美（2008）．教室談話で育つメタ認知．丸野俊一（編），現代のエスプリ，497，88-97，至文堂．
別府千恵（2012）．人材の育成と活用．手島恵（編）．看護管理学習テキスト第 2版　第 4巻　看護における
人的資源活用論．59-65，日本看護協会出版会．
遠藤玲子，小林洋子（2000）．卒後継続教育担当者の 2年間の意識と行動の変化．日本看護学会論文集（看
護管理），31，90-92．
遠藤圭子，岡崎美晴，神谷美紀子，吾妻知美（2012）．チ－ム医療を推進する看護師に必要とされる能力の
検討．甲南女子大学研究紀要， 6，17-29．
Flavell, John H （1979）. Metacognition and cognitive monitoring: A new area of cognitive‒developmental 
inquiry. American Psychologist, 34 （10）, 906-911.
Hersey, P., Blanchard, K. H., Johnson, D. E. （1996／2000）. 山本成二，山本あづさ（訳），行動科学の展開
〔新版〕．生産性出版．
看護編集部（2013）．現場の声を聞きました！ 新人研修担当者の工夫と課題 , 上司に求めるサポ－トとは？．
看護，65（4），30-33．
川島妙子，小野寺由美子（2014）．多重課題演習を体験した新人看護職員が自覚した変化．日本看護学会論
文集，看護教育，44，185-188．
木下康仁（2003）．グラウンデッド・セオリー・アプロ－チの実践．弘文堂．
松尾陸，正岡経子，吉田真奈美，丸山知子，荒木奈緒（2008）．看護師の経験学習プロセス：内容分析によ
る実証研究．札幌医科大学保健医療学部紀要，11，11-19．
丸野俊一（2007）．適応的なメタ認知をどう育むか．心理学評論，50（3），341-355，心理学評論刊行会．
道田泰司（2008）．メタ認知の働きで批判的思考が深まる．丸野俊一（編），現代のエスプリ，497，59-67，
至文堂．
武藤雅子（2011）．一人前から中堅看護師の成長に影響した臨床体験の reﬂection．高知女子大学看護学会誌，
36（1），43-52．
日本看護協会（2010）．新人看護職員臨床研修における研修責任者・教育担当者 育成のための研修ガイド．
日本看護協会出版会，東京．
日本看護協会編（2016）．看護に活かす 基準・指針・ガイドライン集2016．
岡田純子，青山ヒフミ，勝山貴美子（2014）．看護実践の場における教育の担当者が経験から役割を取得す
るプロセス，摂南大学看護学研究， 2（1），13-22．
岡田純子，森木ゆう子，中山由美，田丸朋子，坂井利衣，田中結華（2015）．看護師のメタ認知的スキルの
獲得を促す院内教育に関する文献検討．摂南大学看護学研究， 3（1），16-23．
岡田純子，笹田友恵（2016）．新人看護職員臨床研修を担う教育担当者が実践する役割の実態―教育担当者
への参加観察を通して―．摂南大学看護学研究， 4（1），1-10．
小澤三枝子，水野正之，佐藤エキ子，高屋尚子，正木治恵，廣瀬千也子，竹尾惠子（2007）．新人看護職員
研修の推進に関する研究．国立看護大学校研究紀要， 6（1），3-9．
丹生淳子，横山しのぶ（2013）．新人看護師への看護倫理教育の評価　入職10ヵ月後の倫理的感受性の評価．
日本看護学会論文集，看護総合，43，279-282．
鈴木みわの，青木実枝（2007）．精神看護学実習指導者の指導観を形成する要因．山形保健医療研究，10，
29-39．
吉田礼子（2010）．看護過程演習の授業評価―メタ認知を意識した教授方略と看護過程展開の理解度―．東
海大学医療技術短期大学総合看護研究施設論文集，19，50-59．
